
 

 

 

 

 

 

☆「なりたい自分」と「KTAのひみつ」☆６月の会礼☆ 
今日は、最初に「なりたい自分」に向かって頑張っている２人の友

達を紹介します。 

４年生のＡさんは、毎日、何回も手を挙げて発表をしています。家の

人もびっくりしているそうです。なぜなら、３年生の時は、ほとんど発

表をしなかったからです。なぜ、Ａさんは、発表ができるようになった

のでしょう。そこで、校長先生は、Ａさんに聞いてみました。すると、Ａさんは、「４年生になり、

発表を頑張りたいと思い、１日３回以上は発表しようと決めました。そして、発表したら、すっ

きりした気持ちになり、嬉しくなりました。だから、がんばっています。」と話をしてくれました。 

次は、音読の上手な２年生の B さんです。今から、音読を B さんにしもらいます。とても、は

っきりした声で堂々と読めましたね。 

今、音読をしてくれた 2 年生の B さんと４年生のＡさんの２人の同じことは、「なりたい自分に

向かって、行動している」ことです。 

 

 次は、「ＫＴＡのひみつ」についてです。 

先日、４年生の友達が、新聞を作るため、校長室に来て、「校長先生、ＫＴＡって、だれが作っ

たのですか？」と聞きに来てくれました。みなさん、誰が作ったと思いますか? 

「東部小の先生が作った。」と思う人・・・・・ 

「東部小の子どもたちが作った。」と思う人・・・・・ 

「東部小の昔の校長先生が作った。」と思う人・・・・・ 

正解は、「東部小の子どもたちが作った。」です。 

『写真』を見てください。平成８年、今から 21 年前 

の企画委員会の子どもたちが、 

「Ｋ:きれいいっぱい」「Ｔ:ともだちいっぱい」「Ａ:あいさついっぱい」 

の「ＫＴＡ」を考えました。 

21 年前といっても、ぴんと来ませんね。C 先生や T 先生が、２才だったころにできたということ

です。「ＫＴＡ活動」が 21 年間続いていることは、もう東部小の伝統、東部小の宝と言っていい

と思います。 

 先日、「ＫＴＡの『Ａ』をかがやかせよう」を議題に、みなさんの代表が集まり、代表委員会が

開かれました。担当の和毅先生から、 

「各学級で交代してあいさつ運動をする」 

「あいさつができた人を表彰したり、カードを渡したりする」 

「あいさつジャケンをする」 

など、たくさん意見が出て、とてもいい話し合いができたと報告を

受けました。 

 さあ、みなさんで話し合い、決めたことを、814 人が力を合わせて 

実行してほしいと思います。そして、東部小のＫＴＡの「Ａ」を、もっと、もっと輝かせてほし

いと思います。 

今日は、「なりたい自分に向かって行動すること」と「ＫＴＡのひみつ」についてお話をしまし

た。 
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